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［ガラスクロス高温度仕様］

ガラスクロス繊維に特殊樹脂シートを合わせ、両面にアルミ箔を
施した不燃シート。縫製加工ができテントのような広範囲なシートを
形成することができます。

キューポラは鉄を溶かす溶鉱炉で、溶けだす鉄の温度は
1700℃～ 1900℃になります。作業者はキューポラの真横
に立ち溶け出す鉄を見守ります。夏は汗が蒸発してしま
うほど暑いそうです。
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不燃認定品

乾燥炉や機械から出る熱を大幅にカットします

特許申請中

炉・機械から
放出される熱で暑い

使用例 乾燥炉・機械

効果
実績

鉄を溶かすキューポラ（溶鉱炉）に施工

175℃差の温度低下で、13％製造量がアップ

テント状に縫製し
乾燥炉を囲み込む

屋外へ熱を放出！

大型の機械でも
すっぽり包むことができ
乾燥炉から出る熱を
大幅にカットします

施工前

施工後

省エネ効果
作業効率の向上

光熱費高騰
作業効率の低下

施工前 施工後

周りの作業は、暑くてたまりません 全く熱を感じなくなりました

金具を取り付け
フィットを吊るす

フィット施工

炉の表面
200℃超

フィット表面
25℃

効果抜群

キューポラの上部
キューポラの胴体部分
溶けて出てくる鉄の温度

さらに、キューポラから溶けて出てくる鉄の量が 13％増えました

約230℃
約25℃

約1500℃

（フィットの無い部分）
（フィットの有る部分）

【放射温度計で温度を測定】

遮熱シート「サーモバリアフィット」でスッポリ包み込み

サーモバリアフィット

ハトメ加工

縫製加工

に強く厚さ0.2mm熱

サーモバリアフィットで
「スッポリ」包み込み

外への熱放出を
大幅にカット

サーモバリアフィットを
全面に施工

空気層を設け
熱を封じ込める

乾燥炉の断面

加工例

涼しい
職場環境

暑い
職場環境

電気炉に換算した

炉壁面100㎡あたり
1時間の稼働あたり

消費電力
削減効果

105℃の場合

154万円の削減 273万円の削減

145℃の場合反射熱量 49.3 kWh

消費電力削減効果：838 円 /ｈ
1日 8時間稼働

230日稼働した場合

●原油換算削減効果：12.7L/ｈ ●CO2 削減効果：22.8 ㎏ CO2/h ●原油換算削減効果：22.5L/ｈ ●CO2 削減効果：40.4 ㎏ CO2/ｈ

1日 8時間稼働
230日稼働した場合

消費電力削減効果：1488 円 /ｈ
反射熱量 87.5 kWh

製造量13％増

このように縫製加工ができます
シートをつなぎ合わせも可能

乾燥炉






